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Global.plusWanのこにたんです。 
飼い主といぬやねこたちとの生活に「ほんの少しのスパイスを」を合い言葉に、飼い主さんやいぬやねこたちに少しのアドバ
イスやサービスの提供で大きな成果をあげていくことができる、適切な管理と清潔な環境を提供することで健やかな生活を送
ることができるという意味を込めている「plusWan」。いぬやねこたちを扱うことについては、常に「動物に係るストレス」
を考慮しながら最善の方法を取り入れていく必要があると考えています。そのキーワードは『ポジティブ』。-Tomo.Konishi-

いぬはなぜ吠えるのか
　いぬが「吠える」のは、相手を確かめるためや距離を縮めるため
など他者とのコミュニケーションのため、怖いという気持ちや楽し
いという自身の精神状態を伝えるため、他者の接近や危険な状態を
相手に知らせるためなど自身を守るためなどその要因は様々です。
また、飼い主さんがいなくなったり、自身の要求が通らないなどの
場合も、相手に対して吠えるようになったりします。したがって、通
り一辺倒な方法だけで改善できる問題ではなく、その原因とおかれ
ている環境、いぬ自身の性格などをしっかりと把握する必要があり
ます。 
①いぬの性格を知ること 

　いぬには、怖がり、神経質、おおらか、人見知り、興奮性が高い、人好きな
ど人と同じだけ性格が様々あります。性格がさまざまであればそれによって起
こる行動も様々です。比較的におおらかな性格のいぬは吠えにくい
傾向にありますが、怖がりや神経質な性格、興奮性の高いいぬは少
しの物音や動くものなどの刺激に反応しやすく吠える傾向が強くあ
らわれます。 

②いぬの性格と関連する行動特性を知ること 
　いぬのあらゆる動作や行動は、そのいぬの性格形成が大きく関わって
います。いろいろなことがらに興奮しやすいいぬは、その感情を伝える
ために吠える傾向が強くなります。また飼い主の行動を常にチェックし
ている（ストーキング行動）いぬは飼い主の姿が見えなくなると吠える
行動をします。いぬの性格が多少怖がりであったり、他のいぬよりも反
応性が高いとストレスを感じやすく、吠える傾向が高くなります。 

③いぬのいる環境を見直してみること 
　いぬのおかれている環境によって吠えやすい状況になっている場合もあり
ます。室内にいる状況で多いのは、来客時に吠える、外部の物音に反応す
る、窓の外を行き来する人に吠えるなどいぬは五感に反応する刺激に対して
敏感なものです。 
④飼い主との関係性も影響がある 

　飼い主さんとの関係が強くなると依存度を増すいぬも
います。依存度が高くなると飼い主への要求行動が多く
なり吠える傾向が強くなります。ひどい場合は分離不安
に陥り、吠える以上の問題が出る場合があります。そこ
までいかなくても、飼い主への依存が高い状況であれ
ば、いぬとの生活における要求行動で吠える確率は高く
なります。

いぬの吠える問題は改善できるか
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いぬの吠える行動を改善するために
　いぬは吠える動物であり仕方ないことだと思わないで
ください。いぬの吠える行動は、放置しておくとエスカ
レートしていきます。できるだけ吠え始めた早い段階で
何らかの対処的なことをするようにしましょう。 

◇いぬが吠えたら早い段階で止めること
が重要です。 
①いぬが吠え始めたら早い段階で止
める必要がある 
いぬは常習性が高いため「吠えるの
を止める」ことができれば、今後吠
えることがエスカレートする可能性を防ぐことができま
す。 
②叱って吠えるのを止めさせること 
いぬの吠えを「叱ること」で止めさせることも悪い方法

ではありません。「叱ること＝体
罰」ではいけません。かといって、優
しく叱る（たしなめる）ことも効果
はありません。「叱る＝行動を止め
る」ことができなければなんの意味
もないのです。 

③いぬの吠えを止めさせる時に反抗する場合 
いぬが吠えている時に止めさせようとした際に「う～」
と反抗する態度をしたら、止めさせる方法を見直す必要
があります。この場合「転嫁性の攻撃性」を引き起こし
てしまうことがあるからです。 
④楽しく吠えるのを止めさせる 
いぬが吠える対象よりも飼い主の
そばが「楽しい」と意識付ける
（関連付ける）ことができれば、
将来的に「いぬの吠え」を軽減さ
せることができます。いぬと飼い
主の関係性を向上させていくプロ
グラムを実施することをお勧めし
ます。、続けることを「叱る」や
おもちゃなどを見せて「いぬを呼ぶ」などして止めるよ
うにしましょう。吠え続ける行動を止める（遮断する）
ことが重要です。「そんなこと言っても止められないか
ら困っている」という声が聞こえてきそうですが。 

　いぬは常習性が強い動物ですので、吠え
る行動を放置しておくとどんどんエスカ
レートしてしまいます。散歩中に何らかの刺
激（いぬと出会うなど）で吠えてしまった
ら別の方向に強引にでも行く、抱き上げる
など吠えることを止めるようにしましょ
う。 

　ただし、このような方法は根本的な改善にはつながら
ず、対症療法的な方法に過ぎないのです。 

◇いぬと飼い主家族との信頼のある関係
性を向上させる 
　「いぬが吠えたら叱ればいい」と思っているのであれ
ば、間違いです。もともと「言うことをあまりきかな
い」のであれば、叱ることで改善するはずはありません
し、大きなストレスをかけて行動を止めることは、継続
的にするべきではありません。最初に吠える行動を「叱
る」などして止めましょうと書きましたが、一時的に止
めることができればそれも一つの方法だということで
す。生活全般の中において、落ち着いたいぬに育てるこ
とができれば、吠えるきっかけを少なくすることができ
ます。 
①日頃から呼び戻しの練習をする 
　いぬとの関係性を向上させていくための方法として最
も簡単で、日常的に実施することができる方法です。 
○フードを前もって準備しておき、リビングなど室内で
いぬをフリーにしている時に、いぬを呼び来たらフード
を一粒与えてから褒め言葉を言いながら頭などを撫でま
しょう。 
○この方法はペアで対面であ
る程度離れます。いぬには
リードをつけてホールド役の
人のところまでいぬを連れて

いきリードを渡します、少し離れていぬを呼び来たら
フードを一粒与えてから褒め言葉を言いながら頭などを
撫でます。 
②短い時間でも1日３回以上お散歩に行く 
　いぬとのお散歩はいぬにリードをつけて飼い主と共に
行動するという関係性を向上するにはとても良い方法と
なります。ただし、なんとなくお散歩に出てはいけませ
ん。ポイントは「歩く、止まる、名前、ほめる」です。 

③一緒におもちゃで遊ぶ 
　いぬはおもちゃやボールなど
で遊ぶのが大好きですが、一人
遊びが好きなわけではありませ
ん。飼い主といっしょに遊びた
いと思っています。その証拠に
スリッパや洗濯物を咥えて走っ
たりしませんか。いぬといっ
しょになって投げたり引っ張
りっこしたりして遊びましょう。 
※物欲が強く所有性を示すいぬにはお勧めできません。 
④「足トンネル」という方法を知ってますか 
　この方法はいぬとのコミュニケーション
を図るうえで有効で、いぬも喜んで楽しそ
うにやってくれます。まず床にお尻をつけ
て足を投げ出し、「く」の字を寝かした

ように足で山をつくるとそ
の下がトンネルのようになります。そこ
をフードで誘導していぬを潜らせます。
トンネルを通り越したらフードを与え褒
め言葉を言いながら頭を撫でましょう。 

⑤「オスワリ」や「フセ」の指示を聞く練習をする 
　いぬには飼い主から発せられる指示を
楽しく聞くことを教えましょう。いわゆ
るトレーニングですが、ポイントはいぬ
が楽しくまるで飼い主と
遊んでいるようにオスワリ

やフセなどの指示をちゃんと聞いてくれ
るように教えていきましょう。 

◇いぬのストレスを考えよう 
　いぬの吠える問題が簡単に改善でき
ないのは、いぬのこころの問題でもあ
るからです。いぬの「吠え」は日々の
生活でのいろんな刺激に誘発されて
「うれしい」「楽しい」「怖い」など
のこころの動きに「興奮」という衝動
が引き起こされて「吠える」という行
動が起こるのです。 
○「興奮」はいぬの性格が大きく影響する 

　どんないぬでも興奮を引き起こす刺
激はあるでしょうし、逆にどんな刺激
でもいぬが興奮するわけでもないで
しょう。これはいぬの性格であった
り、生活の中で覚えた学習であったり
します。どちらにせよ衝動行動を抑え
込もうとすることはできません。 

○日頃から落ち着いたいぬに育てる 
　いぬの興奮状態は思わ
ぬ事故につながることも
あるため、日頃から落ち
着いた生活をいぬととも
に送るようにこころがけ
ることが大切です。落ち
着いたいぬに育てること
で、飼い主との関係性も
向上し、吠えることが少
なくなる傾向にあります。
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いぬの吠える行動を叱って止めさせること
　Global.plusWanでは、飼い主さんといぬとの生活を
より快適で楽しいものとなるように「教育」を通して
よりよい関係を向上させるプログラムを実施していま
す。特に今回のテーマのように「吠える」という問題は
簡単に改善するものではありません。 

◇いぬを「叱る」こと 
　「叱ること＝行動を止めること」ができなければ叱
る意味はありません。も
し叱っても行動を止めな
いのであれば、叱るのは
止めて他の方法を模索し
ましょう。でもどうして
も困る行動をすると叱っ
てしまいます。そこで、
叱るときのポイントを示
します。 
▼わかるように伝える 
止めさせたい行動を起こしたら早い段階（3秒～5秒）
で飼い主は「ダメ！」「イケナイ！」「ノー！」など
強い口調でいぬに指示を出しましょう。当然怖そうな
顔つきをすることも必要です。 
▼だらだら叱らない 
「こらこら、だめよ～」「こんなときには吠えちゃだ
め」など諭すような叱り方では効果はありません。
「うちの子は言えばわかる」という方もいますが、多
くのいぬには通用しないものです。 
▼一喝する 
「強い口調と短い言葉で」が大切です。いまの状況が
良くないことを伝えるにはもっとも効果的な方法で
す。動物が危険な状況に遭遇した時一瞬で行動を変化
させる効果と同じと思えばいいでしょう。 
▼即座に行動を止める 
叱ることで行動を即座に止めてくれなければ、その方
法はうまくいっていないということです。 
▼ストレスが大きくメンタルに影響を与える 
叱ることは、叱る側と叱られる側があり双方にとってス
トレスになります。特に叱られる側のストレスは大き
く、強すぎるストレスになると精神的な部分で影響が
あり行動全般に変化が生じる可能性があります。 
▼学習するプロセスに当てはまりにくい 
叱られた側は瞬間的な態度や行動の変化に対応しにく
く、何かと何かを関連付けて行動を変えていくという
学習のプロセスに当てはまりにくいため、再度同じよ
うな状況になったときに元の行動を起こすため「何回
も叱る」ということが起こります。 
▼驚愕反射による行動のフリーズ 
叱るという行為は「大きな声で怒られる」ことによって
叱られた側は「びっくりした～」というような驚愕反
射を引き起こしたため行動が一瞬止まるものです。 
これは学習ではなく、動物が持っている自然な行動
（無条件反射という）なのです。 

■叱ることと行動制御 
叱るという事自体悪いことではありませんし、動物虐
待でもありません。しっかりとこちら側は「叱ってい
るんだ」ということを理解させていくことができれ
ば、いぬは自身の行動を制御することを覚えるように
なりますが、今回のテーマである「吠える」ことを根
本的に「吠えなくする」ことはできません。いぬが吠
えるような事象が起これば毎回吠えるでしょうし、毎
回叱って吠えるのを止めさせることは続くと思います。 

◇「叱られた＝嫌悪刺激」なのか 
叱られる事自体嫌なことです。できれば楽しく行動で
きることがいいのです。この楽しく行動することは、
ややもすると「興奮」を伴った行き過ぎた行動に発展
する可能性があります。人は常に「自制」しながら生
活をしていますがこれを「理性」といいます。 
■いぬは人社会における「理性」を持ちえません 
いぬも自身で考えて行動をしますが、人のように周り
のことを考えながら行動をしたりはしません。自分勝
手に行動をします。まるで5歳程度の子どものように。
そうなんです、いぬは5歳程度の衝動的行動をする動物
であり、それ以上の行動制御をするようには基本的に
なりません。 
■いぬは叱ることで理性を獲得するか 
いぬを叱ることで行動が制御できればよいですが、何
度も何度も叱らないといけないようでは叱るという行
為が「興奮」という衝動行動を引き起こしていて、ます
ます吠える行動がエスカレートしてしまいます。いぬに
理性ある行動を促すのであれば、やはり関係性の向上
を重視したプログラムを実施するべきです。落ち着いた
いぬに育てることができれば、飼い主に注目する度合
いも向上して常に飼い主の言葉に耳を傾け指示を聞き
やすくなっていきます。 
■叱ることの副作用 
叱るという行為はタイミ
ングと強さがポイントと
なり、実際なかなか効果
的に成果をあげられず逆
に副作用的な行動を誘発
してしまうことになってし
まいます。 
○飼い主との関係を損ねてしまう 
○学習性無力感を引き起こしてしまう 
○臆病になったり恐怖や怒りなどの情動行動を起こす 
○特定の人への嫌悪感 
○特定の人以外の行動制御の不能 
○減らしたい行動が増える 
○いたずら行動が増える 
○逃げることを覚える 
このことから、いぬの情動行動や威嚇や攻撃行動に対
して嫌悪刺激の使用は控えなければ取り返しのつかな
い事態を招いてしまう可能性が高くなります。

リレーションシッププログラム
◇いぬのこころを育てるトレーニングプラン 
Global.plusWanの「いぬの生活マナー教室」は、飼い
主さんといぬとの関係性向上のための教室です。いぬ
をじっくり観察しながら無理のないレッスンを提供して
います。 
■ぱぴいラーンプログラム 
生後３ヶ月から５ヶ月までのこいぬのための教室プラ
ンです。トレーニングというよりこいぬの月齢で起こる
行動の対処の方法や考え方や毎回トイレのしつけのポ
イント、甘噛み対処法、お散歩練習などを４レッスン
で行います。 

■ヤングプログラム 
生後６ヶ月から１０ヶ月までの若いいぬのための教室
プランです。この月齢になるといたずら行動や感情か
らくる情動行動が顕著に発現する時期ですので、しっ
かりと飼い主との関係構築が必要となります。飼い主
の指示をしっかりと聞くことを覚えていくための４
レッスンとなります。 
■ルールプログラム 
生後１１ヶ月以上のいぬのための教室プランです。飼
い主との関係構築に加えて生活の中で起こる様々な問
題点の改善を目指していくレッスンとなります。 
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いぬの吠える行動を褒めながら改善する
　いぬの吠える行動は怖い、嫌だ、嬉しい、楽しいなど
感情がからむ情動行動の場合が多いのですが、その感情
はどこから沸き起こってくるのでしょう。 

◇脳のはたらきと感情との関係 
　動物の行動は脳の働きによって決まります。感情を
司っているのも脳、いろいろなことを学習できるのも脳
です。さて「なんちゃって脳科学」のお話をしましょ
う。 
■脳の機能（個性について） 

　動物の脳は外部か
らのいろいろな刺激
によって反応して
様々な行動と結びつ
けています。これは
親からの遺伝により
構成された脳に生後
の生活環境のあらゆ
る刺激にさらされて作り上げられています。いぬにもそ
れぞれ個性があるのは生まれ出る時に親やそれ以前から
の遺伝要素が個によって違うからです。この違いを血統
といいます。さらにその後いろいろな家庭環境の中で
育っていく過程でも、さらされる刺激が様々であること
から脳の構成要素もそれぞれに違うというわけです。 
■脳の機能（動物の学習） 

　動物の脳は動物種によって特徴があり、狩りをする肉
食動物とその肉食動物から身を守って生きていく草食動
物では生き抜いていく過程が違うことから脳の機能もそ
れぞれに違います。狩りをして生きていく肉食動物の脳
は子どものころから追いかけっこや喧嘩ごっこなど将来
身につけていくべき行動が頻繁です。その反面草食動物
では集団で急斜面や足元の悪い場所での追いかけっこや
走るという行動が頻繁です。このように子どもの頃に起
こす行動は、必ず成長したときに必要な行動につながっ
ていくため、繰り返し繰り返し兄弟など仲間同士で遊び
ながら学習を進めていきます。 
■脳の機能（いぬの習性） 

　いぬは狩りをする肉食動物
に属します。いぬは効率よく
獲物を得るために仲間ととも
に行動し、緻密な戦略を練り
獲物を仕留めます。いぬは元
来仲間を必要とし、仲間とと
も平和に共存する方法や仲間とともに楽しむための方
法、そして獲物を追いかけ仕留める方法が生まれ持って
より備わっています。 
■脳の機能（いぬの学習） 

　いぬは成長する段階でさ
まざまな関連付けが起こ
り、学習が進み行動を起こ
していきます。この成長段階
では非常に遊びが重要な項
目となります。私たちも成
長していく段階で仲間意識
を構築し、コミュニケー
ション方法を見つけて、信
頼できる、もしくはできないということを判断しながら
行動が定着してきます。この段階で言葉を使うことによ
りスムーズなコミュニケーションを図ることができるの
ですが、いぬはコミュニケーションを図る時に動作を使

います。こいぬの時から人との生活
の中にまみれ、人を仲間として捉
え、動作をつぶさに観察し「嬉し
い、楽しい」というポジティヴな感

情と「怖い、嫌だ」というネガティブな感情を人の動作
に合わせて発現していきます。 
■いぬが安心できる環境を（いぬの習性） 

　いぬは感情豊かな動物であり、いぬ
の行動はその感情の現れです。自身の
身を守らなければならない不安で緊張
のある状態だと、常に周囲に気を配り
少しの刺激でも反応してしまいます。
大切なことはいぬがリラックスしていられる環境を提供
することであり、最も重要なことは飼い主とのコミュニ
ケーションを向上させることにあります。 
◇いぬと飼い主家族との信頼のある関係性を向上させるをご覧
ください。 

◇いぬの感情をコントロール 

　いぬが吠えるということには、必ず
理由があります。欲求や要求で吠える
場合もあれば、恐怖や警戒で吠える場
合もあります。前述と後述では対応の
方法が違うものです。感情をコント
ロールするには飼い主といぬとの絆の
向上が欠かせません。飼い主の側は
「安全で安心できる場所」であること

を教えてあげましょう。 
■いぬが欲求や要求で吠える場合 

　この場合は、対象者は飼い主である場合がほとんどで
すので、いぬに関われない、かまっていられないことを
知らせる必要があります。よくある方法が無視という方
法であり、放っておくことになりますが、効果的でない
場合もあります。基本的な対処法はいぬに「あきらめ
る」「我慢する」ことを教えることです。なんかいぬに
そんなこと教えるのは可哀想と思うかもしれませんが、
いぬのすべての欲求や要求に応えることはできません
し、我慢してもらうことは大事なことです。そのために
は日頃からコミュニケーションをはかりいぬに「満足」
を感じる生活を送ることです。あと一つ方法がありま
す。それは叱ることです。「いまはかまってる暇はな
い！」とキッパリと叱ることです。叱っても逆効果で興
奮してしまうという方は、いぬとのコミュニケーション
が上手にとれていない証拠になりますので、「信頼ある
関係性を向上させる」項目をやってみましょう。 
■いぬが恐怖や警戒で吠える場合 

　多くのいぬは刺激に
対しての反応性は高い
ものです。状況によって
は興奮性も高くなって
いることがあり、止め
させるにはかなり骨が

折れます。恐怖や警戒はいぬの感情行動と考えます。感
情行動は日々生活をしている環境や飼い主の接し方など
が影響しているもので、飼い主の元にいれば安心できる
という状況を作ってあげることが大切です。 
■いぬがなにかを追いかけて吠える場合 

　これは基本的にいぬの本能行動である「捕食性行動」
であり、いぬの習性なのです。この行動は５、６歳程度
の子どもの行動に似ていますが、これは好奇心が勝り危
険察知をする能力がまだ未成熟な状態なのです。人は成
長すると危険察知能力が高まり、好奇心による行動を抑
制できるようになります。いぬはどうかというと、いぬ
が成長しても人のように好奇心を抑制できるようにはな
りません。いぬが自身で好奇心を抑制できるようにする
には、日頃からコミュニケーションを
高めるための教育が必要になります。


